
【対象物質の構造】

CAS'番号 :95-48‐ 7 CAS'番号 :108‐ 39-4

【物理化学的性状】(出典 ICSC)
ο_ク レゾール

熊本県保健環境科学研究所

οHク レゾール
(ο
,CresOl)

(別名 :2-Methylphenol)

“
_ク レゾール
(“…CresOl)

(別名 :3-Mehylphenol)

PHク レゾール
色P‐ Cre,01)

(月 U名 :4-Methylphenol)

CH3

枠クレゾール

P…クレゾール

【毒性、用途】
ο_ク レゾール

毒性 :ラ ット (経皮、
用途 :潤滑油添力日剤、

LD50)620 mg/kg

合成中間体

分子量 沸 J点 (℃ ) 蒸気圧 (Pa) 水溶解度 log Pow

108.2 191 33(25 qc) 2.5宜/100 mLf25℃Ⅲ 1.95

分子量 沸 J煮 (℃ ) 蒸気圧 (Pa) 水溶解度 LogPow
108.2 202 13(25 RC) 2.4g/100 mL(20℃ ) 1.96

分子量 沸点 (q(3) 蒸気圧 (Pa) 水溶解度 LogPow
108,2 202 15(25 qcⅢ 1.9g/100 mL(25℃ ) 1.94



胎クレゾール

`  毒性 :ラ ット (経皮、LD50)1100 mg/kg
用途 :殺菌剤、防かび、防腐剤、医薬等

P_ク レゾール

毒性 :ラ ット (経皮、LD50)750 mg/kg

用途 :染料、農薬全般 (中間体を含む)、 可塑剤

§1分 析 法

(1)分析法概要
大気試料を2%L―システイン塩酸塩メタノール溶液 2 mLを含浸させた Sep―Pak

Plus NH2カ ~ト リッジ(注 1)イこ100 mL/minの流量で 24時間採取 (144L)し、

アセトニトリル 5 mLで溶出させた後、内標準物質を添力日して窒素吹き付けによ

りl mLま で濃縮し、ガスクロマトグラフ質量分析計 (GC/MS)で分析する。

(2)試薬・器具
【試薬】
アセ トニトリル :和光純薬工業株式会社 残留農薬・PCB試験用 (5000倍濃縮)
メタノール :和光純薬工業株式会社 残留農薬・PCB試験用 (5000倍濃縮)
L―システイン塩酸塩 :和光純薬工業株式会社 試薬特級 25g入
ο_ク レゾール :関東化学株式会社 特級 500 mL

“
_ク レゾール :関東化学株式会社 特級 500 mL
P_ク レブール :関東化学株式会社 特級 500 mL
フェノール挑 :関東化学株式会社 lg入
捕集材 :Waters社製 Sep― Pak Plus NH2カ

~ト リッジ

【試薬の安定性・毒性】

クレゾールはヒト及び実験動物において眼や皮膚に対する刺激性を有し、呼吸

器、消化器及び皮膚から吸収されて毒性影響を示す。

【器具】

注射筒 (10 �Lガラス製)、 濃縮管、メスフラスコ (100 mL、 10 mL)

(3)分析法
【試料の採取及び保存】

大気試料をアルミホイルで遮光しながら2%L…システイン塩酸塩メタノール溶液

2 mLを含浸させた Sep‐Pak Plus NH2カ ~ト リッジに 100 mL/�nで 24時間捕集

した後、カートリッジの両端を密栓後、アルミホイルで包装し、

実験室に持ち帰る。直ちに分析できない場合は、5℃で冷蔵保存する。 (注 2)



【試料の前処理及び試料液の調製】
[大気 ]

大気試料を捕集 した後、カー トリッジの試料捕集面の反射側から、アセ トニ

トリル 5 mLで溶出させ、内標準物質 (100 μg/mL)を l μL添力日後、窒素吹き付
けにより l mLまで濃縮 し試料液とする。

【空試験液の調製】

大気試料を捕集していない Sep―Pak Plus NH2カ ~ト リッジを用い、【試料の前
処理及び試料液の調製】の項に従って操作し、得られた試料液を空試験液とす

る。

【標準液及び内標準液の調製】

[標準液](検量線の濃度範囲 :0.0003～ 0.2 μg/mL)
ο_ク レゾール、枠クレゾール、P‐クレゾール各 lgをメタノール 10 mLlこ溶解
させ、各々100 mg/mLの標準原液を調製する。標準原液を各々l mL等量混合し

てメタノール 100 mLでメスアップして l mg/mLの混合標準原液を調製した後、
アセトニトリルで順次希釈して0.0003 μg/mLか ら0。2 μg/mLの標準液を調製する。

[内標準液]
フェノールー2ぅ3)4,5,6琺 10 mgをメタノール 10 mLlこ溶解させ l mg/mLの 内標

準原液を調製した後、アセトニトリルで希釈し 100 μg/mLの 内標準液を調製す

る。標準液中の内標準濃度は 0.l μg/mLとする。

【測定】

[GC/MS条件]
GC/MS機器 :島津製作所 GCMS― QP2010
カラム :スペルコ DB―WAX‐10(0,25皿n×60m× 0,25 μm)

昇温条件 :50℃→8℃/min→200℃ (3 mi→
注入法 :スプリットレス (パージ開始時間 2 �n)

高圧注入 (172.6 kPa、 l �m)

注入口温度 :250℃

キャリヤーガス :He17 mL/min(カ ラム流量 2 mL/min)

注入量 :lⅢ             ィ
インターフェース温度 :200℃

イオン源温度 :200℃

イオン化電圧 :70V
エミッション電流 :60 μA
検出モード:SIM
モニターイオン :οぃ、 胸‐、 P―クレゾール 定量用 108修の、確認用 107働②

フェノール‐2,3,4,5,6‐兆 定量用 99(駒の、確認用 100(駒の
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[検量線]

ο_ク レゾール、胸―クレゾール、P―クレゾールの混合標準原液をアセトニトリル

で順次希釈し、0.0003 μg/mL力埓ら0。2 μg/mLの範囲に亘る5種類の濃度で、検量

線用標準溶液を調整する。各濃度の標準溶液には 0。 l μg/mLの決度となるように

内標準物質 (フ ェノールー2,3,4,596-琺)を添力日する。
得られる各クロマトグラムにおいて、標準物質のピーク面積を内標準物質の

ピーク面積で割つて得られる比を計算し、検量線の縦軸とする。分析した検量

線用標準溶液に含まれる標準物質の濃度を内標準物質の濃度で割って得られる

比を計算し、検量線の横軸とする。重み付けなしで、最小二乗法により、原点

を通過しない一次の検量線を作成し、関係式及び寄与率 (F)を計算する。

[定量]

試料液 1出 を GC/MSに導入して分析する。得られた被検物質のピーク面積
を内標準物質のピーク面積で害1った比から、検量線を基にして、被検物質濃度

を内標準物質濃度で割った比 (R)を求める。

[濃度の算出]

大気中の物質の濃度 C(μg/m3)は次式により算出する。

C=(R・ Qハr)× ((273■tj/(273+20,0))× (101/P)

R          
蹄

濃度を t:捕集時の平均気温 は3)

Q:試料中に添加した内標準の量 (μg)

(=添加する内標準の濃度 (μg/mL)× P:捕集時の平均気圧 tkPa)
添力日する内標準の容量 (ぃ ))

V:試料量 (m3)

本分析法に従った場合、以下の数値を使用する。

Q=0.lμg(=添力日する内標準の濃度 (100 μg/mL)× 添力日する内標準の容量 (l μL))

V=0.144(m3)

即ち、
C=R× 0。 694× ((273+o/(273+20。 0))× (101/P) (μ g/m3)

である。

[装置検出下限]

本分析に用いた GC/MSの IDLを下表に示す。 (注 3)

ο_ク レゾ‐一ル  0。 18        0。 144        1            0。 0012

物質  IDL(pg/ぃ) 試料量 (m3)最終液量 (mL)IDL試料換算値 (μg/m3)
胸_ク レブーアレ 0。26    0。 144     1 0.0018



物質  IDL(pg/ぃ ) 試料量 (m3)最終液量 (mL)IDL試料換算値 (μg/m3)
ρ_ク レゾール 0.20     0。 144     1 0.0014

[測定方法の検出下限 (MDL)、 定量下限 (MQL)]
本測定方法における検出下限及び定量下限を下表に示す。 (注 4)

物質   試料量 (m3)最終液量 (mL)検出下限値 (μg/m3)定量下限値 (pg/m3)    
・

ο_ク レゾール 0.144         1           0.0026            0.0068

物質   試料量 (m3)最終液量 lmL)検出下限値 (μg/m3)定量下限値 (肥/m3)

“

_ク レゾール 0.144     1      0.0022      0.0056

物質   試料量 (m3)最終液量 (mL)検出下限値 (肥/♂)定量下限値 (μg/mむ )
ρ―クレ
′】デール  0。 144        1          0.0022           0.0058

注 解

(注 1)Sep‐Pak Plus NH2カ ~ト リッジは、アセ トニ トリル 10 mLで洗浄 して窒
素で乾燥させた後、2%L―システイン塩酸塩メタノール溶液 2 mLを合浸させ窒素
で十分に乾燥したものを使用した。

(注 2)試料捕集後、冷蔵保存により6日 間保存可能であることを確認 した。
(注 3)装置検出下限 (IDL)イよ、「化学物質環境実態調査実施の手引き」 (平成
17年 3月 )に従って、表 1～3の とお り算出した。
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表 1 装置検出下限 (IDL)の算出
物質名 ο_ク レゾール

試料量 (L)

最終液量 (mL)

注入液濃度 (pg/い )

装置注入量 (ぃ )

４

　

１

　
１

　
１

４

希雪塀毛1 (pg/μL)

結果 2 (pg/IL)

結果 3(pg/ぃ )
結果 4(pg/い )
結果 5(pg/ぃ )
茄吉舅き6 (pg/μ L)

結果 7(Pg/μL)

1.026

0。984

0。978

1.010

1.064

1.046

0。928

平均値 (pg/い )

標準偏差
IDLΦ g/μL)

IDL試料換算値(μg/m3)

S/N

CV(%)

1.005

0,046

0。 18

0.0012

11

4.6

※IDL式o… 1,0.05)×転_1×2

表2 装置検出下限 (IDL)の算出
物質窮 秒クレゾール

試料量 (L)

最終液量 (mL)

注入液濃度 (Pg/い )

装置注入量 (ILL)

４

　

１

　
１

　
１

４

結果 1(pg/ぃ )

結果 2 (pg/μ L)

結果 3(pg/い )
結果 4(pg/ぃ )
結果 5(pg/Ⅲ )
結果 6(pg/ぃ )
結果 7(pg/n)

0.903

0.960

0.932

1.026

0。995

1.057

1.081

平均値 (pg/い )

標準偏差

IDLΦg/脚し)

IDL試料換算値 (μg/m3)

S/N

CV(%)

0。 993

0.066

0.26

0。0018

６

１

　

６

※IDLttln-1っ0.05)×σn_1× 2

717



表 3 装置検出下限 (IDL)の算出
物質名 P_ク レゾール

試料量 (L)

最終液量 (mL)

注入液濃度 (pg/い )

装置注入量 (ぃ )

結果 1(pg/ぃ )

希苦舅詩2 (pg/μ L)

結果 3(pg/ぃ )

結果 4(pg/い )
結果 5(pg/ぃ )
結果 6(pg/μL)

結果 7(pg/い )

平均値  (pg/μ L)

標準偏差

IDLog/ぃ)
DL試料換算値(μg/m3)
S/N

CV(%)
※IDL式o-1,0.05)×σn_1× 2

(注 4)測定方法の検出下限 (MDL)及び定量下限 (MQL)イま、「化学物質県境
実態調査実施の手引き」 (平成 17年 3月 )により、表 4～6の とおり算出した。
大気中にはο"、 初‐、フークレゾールが数 ng/m3程度含まれるため、アセトニ

トリル 10 mLで洗浄したカートリッジを2連にして 1段 日は大気の除去用とし

て用い、2段 目に標準物質を l ng添力日してポンプを作動させ大気を 144L捕集し

た。

４

　

１

　
１

　
１

４

1.002

0,990

1.030

1.100

1.051

1.087

0。958

1,031

0.052

0.20

0.0014

11

5.0
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表 4 沢J定方法の検出下限 (MDL)及び定量下限 (MQL)の算出
物質名 οぃクレゾール

試料量(L)

標準添力日量(ng)

試料換算濃度 (μg/m3)

最終液量 (mL)

注入液濃度 (pg/Ⅲ )

装置注入量 (出 )

操作ブランク平均 (μ宜/m3)①   0
無添力日平均 (μg/m3)②     0
結果 1(μym3)        0.0084

144

1

0.0069

1

1

1

結果 7(μg/m3)        0.0085
平均値 (μg/m3)        0.0078

結果 2(μg/m3)

結果 3(μg/m3)

結果 4(μg/m3)

結果 5(μg/m3)

結果 6(μg/m3)

標準偏差

MDL(肥 /m3)
MQL(μ g/m3)
S/N

CV(%)

0.0072

0.0070

0.0082

0.0085

0,0072

0.00068

0.0026

0.0068

10

8.6

※MDL=t仙‐1っ 0.05)×σn_1× 2

※MQL=鋭 _1× 10

①操作ブランク平均 :

試料マ トリックスのみがない状態で他は同様の操作を行い、測定

した値の平均値

②無添加平均 :

MDL算出用試料に標準品を添力日していない状態で含まれる濃度の
平均値
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表 5 測定方法の検出下限 (MDL)及び定量下限 (MQL)の算出

物質名 雛クレゾール

試料量(L)

標準添加量og)
試料換算濃度 (肥/m3)

最終液量 (mL)

注入液濃度 (pg/い )

装置注入量 (出 )

144

1

0.0069

1

1

1

0.0070

0.0067

0,0065

0。0078

0.0065

操作ブランク平均 (μg/mう)①
無添加平均 (μg/m3)②      0
結果 1(肥/m3)         0.0078
結果 2(μg/m3)

結果 3(μg/m3)

結果 4(μg/m3)

結果 5(μg/m3)

結果 6(μg/m3)

結果 7(μg/m3)         0.0069
平均値 (μg/m3)         0.0070
標準偏差

MDL(μg/m3)
MQL(μg/m3)
S/N

CV(%)
※MDL式(n-1,0,05)×σn_1×2

※MQL=σn_1× 10

①操作ブランク平均 :

試料マトリックスのみがない状態で他は同様の操作を行い、測定

した値の平均値

②無添力日平均 :

MDL算出用試料に標準品を添力日していない状態で含まれる濃度の
平均値

0,00056

0.0022

0.0056

10

8.0
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表 6 測定方法の検出下限 (MDL)及び定量下限 (MQL)の算出
物質名 フ_ク レブール

試料量←)

標準添加量og)
試料換算濃度 (μg/m3)

最終液量 (mL)

注入液濃度 (pg/い )

装置注入量 (

操作ブランク平均 (μg/m3)①

無添力日平均 (μg/m3)②      0
結果 1(μg/m3)         0.0068
結果 2(μg/m3)

結果 3(μg/m3)

結果 4(μg/m3)

結果 5(肥/m3)
結果 6(μg/m3)

結果 7(μg/m3)         0.0075
平均値 (μg/m3)         0.0068
標準偏差

MDL(μ g/m3)
MQL(μ g/m3)
S/N

CV(%)
※MDL=〈

“

‐190。 05)×噺_1×2

※MQL=σn_1× 10

①操作ブランク平均 :

試料マトリックスのみがない状態で他は同様の操作を行い、測定した値の平均

値
②無添加平均 :

MDL算出用試料に標準品を添力日していない状態で含まれる濃度の平均値

144

1

0.0069

1

1

1

0.0069

0.0058

0.0073

0.0063

0.0071

0.00058

0.0022

0.0058

10

8.5
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§2
【分析法】

[フ ローチャート]

分析のフローチャートを図 1に示す。

解 説

アセ トニ トリル

5mL

内標準添力日

l μL(100 μg/1nL)Sep―Pak Plus NH2

カー トリッジ

流量 0,lL/min

24h

1,S

M
尽 lm
鞘
雖 125
【

M l∞
尽
ヽ 0消
京

ポ 。酌

篭026

図2 検量線 (内標準物質 0。 l μg/mL、管秒規珂窯ちレ濃度範囲 0.0003～ 0.2 μg/mL)

濃縮 GC/MS‐ SIM

N2吹き付け
l mL

[検量線及びマススペク トル ]

図 1分析フロー

y=0,7988x+0,001

O Ot岬

「

FF甲
¬置FЦ…

口
¬高
甲ηЦF▼
F甲
甲町
¬電E

M
尽
器
懸
《

M
尽
《
家

J
椰
lE

C.0 濃度比 (

検量線 (内標準物質 0.l μg/mL、 靱‐クレゾール濃度範囲 0,0003～ 0.2 μg/mL)図 3
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濃度比 (対象物質/内標準物質)

図4 検量線 (内標準物質 0.l μg/mL、 P‐クレゾール濃度範囲 0.0003～ 0.2 μg/mL)

図 51DL算出時のクロマトグラム

図6 ο―.み、 P‐クレゾール混合標準液のクロやトグラム
(ο
‐、
“
―、 P‐クレゾール濃度 0,2 pg/mL、 内標準濃度 0.l μg/mL)

フェノール・d5



図 7ο―クレゾール標準液のマススペク トル

図 8作クレブール標準液のマススペク トル

図 9フ‐クレゾール標準液のマススペクトル
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[操作ブランク]

カー トリンジをアセ トニ トリル 10 mLで洗浄した後、

塩酸塩メタノール溶液 2 mLを含浸させた結果、フ…ク

に検出されたが、検出下限値未満であつた。

2%L‐システイン
レゾールのピークがわずか

体″
―
―
―
―
ャ

107

108

図 102%L‐システイン塩酸塩メタノール溶液含浸後のクロマトグラム

[添力日回収試験]

大気中にはο‐、
"―
、フ‐クレブールが数十ng/m3程度含まれるため、標準物質を添

加していない Sep―Pak Plus NH2カ ~ト リッジと標準物質を 10 ng添加した
Sep‐Pak Plus NH2カ ~ト リッジを用い同時に大気を 144L捕集して、濃度差から

回収率を算出した結果を表 7～9に示す。
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表 7添加回収試験結果 (平均気温 :10。7℃ 湿度 :70%)
物質名 σクレゾール 無添力日
試料量 (m3)

標準添力日量og)
試料換算濃度 (ng/m3)

最終液量 (mL)

注入液濃度 (pg/μ L)

装置注入量

検出濃度 1(ng/m
検出濃度 2(n9rm3)

検出濃度 3(ng/m3)

検出濃度 4(ng/m3)

0.144

10

69.4

1

10

1

83.2

83.4

82.3

83.1

82.3

0,144

1

1

8.3

7.5

8.5

8.3

7.9検出濃度 5(ng/m3)

平均値 (ng/mb)

回収率 1(%)
回収率 2(%)
回収率 3(%)
回収率 4(%)
回収率 5(%)

108

109

106

108

107

一　

一　

一　

一　

一

平均回収率 (%) 108

変動係数 (%)

表 8添加回収試験結果 (平均気温 :10,7℃ 湿度 :70%)

物質名 盟‐クレゾール  無添力日
試料量 (m3)

標準添力日量 (ng)

試料換算濃度 (ng/m3)

最終液量 (mL)

注入液濃度 (pg/μ L)

装置注入量 (μL)

検出濃度 1

検出濃度 2(ng/m3)

検出濃度 3(ng/m3)

検出濃度 4(ng/m3)

検出濃度 5(ng/m3)

0。 144

10

69.4

1

10

1

84.2

81.6

80.4

81.5

81.2

0.144

1

1

6.8

7.4

8。2

7。2

8.1

平均値 (ng/m3) 7.581.8

回収率 1(%)
回収率2(%)
回収率3(%)
回収率4(%)
回収率5(%)

111

107

104

107

105

一　

一　

一　

一　

一

平均回収率 (%) 107

変動係数 (%)
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表 9添加回収試験結果 (平均気温 :10。 7℃ 湿度 :70%)

物質名 フ
‐クレゾール 無添力日

試料量 (m3)

標準添trH量 (ng)

試料換算濃度 (ng/m3)

最終液量 (mL)

注入液濃度 (pg/い )

装置注入量 (μL)

0。 144

10

69.4

1

10

1

0,144

1

1

検出濃度 1(ng/mb)

検出濃度 2(ng/m3)

検出濃度 3(ng/m3)

検出濃度 4(ng/m3)

検出濃度5(ng/m3)       89。3   16.9
平均値 (ng/m3)         88.3   14,0

90.5

85.4

87.4

89.1

16.7

8.1

11.1

17.2

回収率 1(%)
回収率2(%)
回収率3(%)
回収率4(%)
回収率 5(%)

106

111

110

104

104

一　

一　

一　

一　

一

平均回収率 (%) 107

変動係数 (%) 3.1

[高温高湿条件下での添力日回収試験]

標準物質を添加していない Sep‐Pak Plus NH2カ
~ト リッジと標準物質を 10 ng

添力日した Sep―Pak Plus NH2カ ~ト リッジを用いて、インピンジャーに純水を入

れたものをカー トリッジの上流側に取 り付けて 30℃に制御 した GC/MSのカラ
ムオーブン内の空気を 144L同時に捕集 し、濃度差から回収率を算出した結果を

表 10～ 12に示す。
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表 10添力日回収試験結果 (平均気温 :30.1℃ 湿度 :93%)
物質名 σクレゾール 無添力日
試料量 (m3)

標準添力日量 (ng)

試料換算濃度 (ng/m3)

最終液量 (mL)

注入液濃度 (pg/μL)

装置注入量 (μL)

0。 144 0。 144

1

1

４

０

　

９

　

１

　

０

　

１

１

　

６

　

　

　

１

検出濃度 1(ng/m3)

検出濃度 2(ng/m3)

検出濃度 3(ng/m3)

検出濃度 4(ng/m3)

検出濃度 5(ng/m3)

88.6

85。4

86.1

84.2

85,3

7.4

9.1

8.3

9,2

8.9

平均値 (ng/m3) 8.685。 9

回収率 1(%)
回収率 2(%)
回収率 3(%)
回収率 4(%)
回収率 5(%)

117

110

112

108

110

一　

一　

一　

一　

一

平均回収率 (%)

変動係数 (%) 3.1

表 H添 力日回収試験結果 (平均気温 :30.1℃  湿度 :93%)

物質名 〃クレゾール 無添力日
試料量 (m3)

標準添力日量 (ng)

試料換算濃度 (ng/m3)

最終液量 (mL)

注入液濃度 (pg/μL)

装置注入量 (μL)

0.144    0。 144

10     -
69。 4       -
1             1

10    -
1          1

検出濃度 1(ng/m3)

検出濃度 2(ng/m3)

検出濃度 3(ng/m3)

検出濃度 4(ng/m3)

検出濃度 5(ng/m3)

90。 6

85。4

84.1

86.4

81.9

7.7

9。2

8.2

8.4

9,5

平均値 (ng/m3) 85,7 8.6

回収率 1(%)
回収率 2(%)
回収率 3(%)
回収率 4(%)
回収率 5(%)

119

110

109

112

104

一　

一　

一　

一　

一

平均回収率 (%)

変動係数 (%)
r2も

4.9



表 12添加回収試験結果 (平均気温 :30。 1℃ 湿度 :93%)
物質名 p‐クレゾール  無添力日
試料量 (m3)

標準添力日量 (ng)

試料換算濃度 (ng/m3)

最終液量 (mL)

注入液濃度 (pg/い )

0。 144

10

69。 4

1

10

1

0。 144

1

1装置注入量 (ILL)

検出濃度 1(ng/m3)

検出浪度 2(ng/m3)

検出濃度 3(ng/m3)

検出濃度 4(ng/m3)

検出濃度 5(ng/m3)

94。 9

90,3

86。7

89.8

88,7

11,7

10.5

10.9

11。 3

13.7

平均値 (ng/m3) H.690.1

回収率 1(%)
回収率 2(%)
回収率 3(%)
回収率 4(%)
回収率 5(%)

120

115

109

113

108

一　

一　

一　

一　

一

平均回収率 (%) 113

変動係数 (%)

[試料の保存性 ]

標準物質を添力日していない Sep―Pak Plus NH2カ ~ト リッジと標準物質を 10 ng

添力日した Sep‐Pak Plus NH2カ ~ト リッジを用い同時に大気を 144L捕集 した後、
カー トリッジの両端をキャップで密栓 し、汚染のないアルミホイルでカー トリ

ッジを包装 し 5℃で冷蔵保存 した。時間経過に伴 う回収率の変動を調査した結
果を表 13に示す。試料捕集後、 6日 間は安定であることが確認 された。

表 13試料 の保存性 回収率 (%)

4.3

ο_ク レゾール 1日 間保存  3日 間保存 6日 間保存
110 109

件 クレゾール 1日 間保存  3日 間保存 6日 間保存
113108108

P_ク レゾール 1日 間保存  3日 間保存 6日 間保存
114109
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[環境試料分析例]

宇土市内の大気試料 (試料量 144L)か らはο‐クレゾールが 7～9 ng/m3、
m_ク レゾールが 6～ 8 ng/m3、 p_ク レゾールが 10～ 17 ng/m3程度検出された。

図 11 環境試料のクロマ トグラム

図 12 添力日試料 (10 ng)の クロマトグラム

【評価】

操作ブランク試験では、P―クレブールのピークがわずかに検出されたが検出

下限未満であり、平均添力日回収率が 107～ 108%と 良好であることから、本法に

より、大気試料中 ο‐クレゾール、胸―クレゾール及び P‐クレゾールを検出下限
0,0022～ 0,0026μg/m3で検出可能であり、定量下限 0.0056～ 0.0068μg/m3で定量可

能である。

【採取試料及び試料液の輸送】
試料捕集後は速やかにカートリッジの両端をキャップで密栓し、アルミホイ
ルで包装して 5℃で冷蔵保存すること。

琳
―
―
↓

・体
―
―
―
↓

塑
体
―

―

↓

Ｐ

730



【参考文献】

環境省環境安全課 :平成 7年度化学物質分析法開発調査報告書

(フェノール ;北九州市環境科学研究所)

【担当者氏名 。連絡先】担当 熊本県朱健環境科学研究所
住所 〒869‐0425熊本県宇土市栗崎町 1240-1
TEL:0964‐ 23‐5771    FAX:0964‐ 23‐5260

担当者 黒木隆司 上野一憲
E‐mail:kwoki‐ r@prefkunamoto.lgjp

731



0‐cresol,Pη ‐cresol,P‐ cresol

This mettod provides procedures for he deterHunation of ο―cresol, 胸ぃcresol and

P―CreSOl in air by gas‐chromatography mass specttometry(GC/MS).An air sample is        I
applied to Sep‐Pとk Plus NH2 Cartridge impregnated witt L― cysteine monohydrochioride

at O.lL/min for 24 hours,The cresols are eluted wi血 5 mL ofaceto�t�le,and phenol― d5

is added to the solution as a inteHial standard.The solution is concenttated to l mL wih

nittogen gas.The target compounds are dete上 ▲■�ned by GC/MS― SI�I.The detection lilnits          ,

αDL)ofο―CresOl,"‐ cresol andP― cresol are O,001290,0018,and O.0014 microg/m3,and

銘1祀;臨配濫1載理魂ぎ::鷲潔 ζ繹獣靴錦獣誅と鑑:ガ盤:&
andP―cresol added cart� dge tre 1089 107,and 1070/0,and the relative standard deviations

ofο‐creso19胸 ‐cresol andP― cresol are l.1,2.5,and 3。 1%.

Concentration

N2gaS
i mL

Atte_的 ∽ _四 →

Sep―Pak Plus NH2     Acetonitrile
cartridge               5 mL

Flow rate O.lL/min

24 hours

GC/MS‐SIM



物質名 分析法フローチャー ト 備考

ο_ク レゾール

枠クレゾール

p_ク レゾール

l μL
(100「Lg/mL)

N2吹き付け
lmL

大気試料

144L
捕集 溶 出

1与たケ

Pド         アセ
灯
トリアレ5

為標準添力[ 濃縮 トGC/MS‐ SIM

GC/MS‐SIM

カラム

SUPELCO
DB‐WAX
(0,25 1111n ×

m× 0.25 μm)

検出下限

<大気 >
ο_ク レゾール

0.0026 μg/m3

秒 クレゾール

0,0022 μg/■13

P_ク レゾール

0.0022 μg/■13
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